
新宿で、立ちあがる、走りだす、はばたく。

新宿区立高田馬場創業支援センターニュースレター

「新宿区立高田馬場創業支援センター」創業事例集を発行しました
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セミナーの詳細、お申込みはホームページをご覧ください。https://incu.shinjuku-center.jp/category/seminar

　高田馬場創業支援センターは、新宿区が区内産業の活性化を目的として平成23年
10月に設置したインキュベーションオフィスです。これまでに新宿区内での事業立ち上
げを目指す100名近い方々に利用いただきました。

この度、開設５周年を機に、事業拡大による雇用創出を新宿区内で実現されている方、
目指されている方を紹介する「高田馬場創業支援センター事例集」を発行する運びと
なりました。創業すると、楽しいことや嬉しいことばかりではありませんが、いずれも
果敢に前向きに取り組まれている方々です。

　創業時は「なにをやるか」ではなく、「誰がやるか、誰とやるか」ということのほう
が大切ですが、そのことが伝わるような内容にまとめることができたと考えています。
これから創業を目指す方、創業されて間もない方に、少しでもお役に立てれば幸いです。

　本事例集をまとめることができたのも、これまで当センターに関わっていただいたす
べての皆さまのおかげです。今後とも、当センター事業にご協力を賜りますよう、何卒
よろしくお願いいたします。

　創業事例集はセンターにてご用意しております。ご希望の方はスタッフまでお申し付
けください。

NEWS　　商店街でお店をつくりたい方が活用できる助成金が公募開始NEWS
（1） 商店街起業・承継支援事業

都内商店街で女性又は若手男性が新規開業をするに当た
り、店舗の新装又は改装及び設備導入等に要する経費の一
部を助成することにより、商店街における開業者の育成及
び支援を行い、都内商店街の活性化を図ります。

【助成事業の内容】
主な申請資格：都内商店街で開業予定の個人であり、現在

事業を営んでいない女性又は若手男性
（平成30年3月31日時点で39歳以下の方）

助成対象期間：交付決定日から１年間
（店舗賃借は、交付決定から２年間）

助成限度額：事業所整備費　　400万円
実務研修受講費：６万円
店舗賃借料：１年目/月12万円、２年目/月10万円
助成率：3/4以内（実務研修受講費のみ2/3以内）

【申請書類の提出について】
申請受付日時：H29年6月1日(木) ～ H30年1月15日(月)
申請受付期間：H29年6月1日(木) ～ H30年1月15日(月)
※ただし、予算終了次第、申込みを締切ります。

※詳細は東京都中小企業振興公社のHPをご覧ください。

※このほか新宿区では「商店街空き店舗活用支援資金」による
融資制度も用意しています。

都内商店街で新規開業又は既存事業の後継を行う中小小売
商業者が開業等をするに当たり、店舗の新装又は改装及び
設備導入等に要する経費の一部を助成することにより、商
店街における開業者や事業後継者の育成及び支援を行い、
都内商店街の活性化を図ります。

【助成事業の内容】
主な申請資格：都内商店街で、これから新規店舗開設又は

事業承継を行う予定の個人又は中小企業者
助成対象期間：交付決定日から１年間

（店舗賃借は、交付決定から２年間）
助成限度額：事業所整備費　　150万円

実務研修受講費：6万円
店舗賃借料：1年目/月12万円、2年目/月10万円
助成率：  2/3以内

【申請書類提出日】
申込期間：H29年6月1日(木) ～ H30年1月15日(月)
申請受付期間：H29年6月1日(木) ～ H30年1月15日(月)
※ただし、予算終了次第、申込みを締切ります。

※詳細は東京都中小企業振興公社のHPをご覧ください。

（2） 若手・女性リーダー応援プログラム助成事業



新宿区立高田馬場創業支援センターのご案内

主な施設
・シェアオフィス（10 席）
・個室オフィス（2室）
・会議室兼商談室（18 席）
・交流スペース
・相談室・資料スペース　等
※ 同建物内にございます、新宿消費生活
センター分館の会議室（36 名）、調理室兼
商品テスト室もご利用（有料）になれます。

創業支援メニュー
・オフィススペースの提供
・各種相談（経営・戦略・資金・販促）
・コミュニティ連携の機会提供
・ビジネスコンビニ機能
・利用者交流会の開催

利用 (入居 )のご案内
　ご利用にあたっては、必ず当センターの見学・利用相談を受けてください。
そのうえで、必要書類をご提出いただき、事業計画の具体性、実現可能性等を
審査し、承認された方に限りご利用いただけます。
■募集期間：募集は定員になり次第終了します。募集状況については当センター

ホームページ等でご確認ください。
■定員： 32 名
■利用期間：6カ月間  ※3 回まで更新可、最長 2年間
■開館日：年中無休　※年末年始 (12/29 ～ 1/3)を除く
■利用時間： 8:30 ～ 24:00
お問い合わせ
〒169-0075　東京都新宿区高田馬場１丁目 32 番 10 号
Tel    03-3205-3031 /  Fax 03-3205-1007
Email incu@shinjuku-center.jp  /  URL　https://incu.shinjuku-center.jp

新宿区立高田馬場創業支援センター
ニュースレターしんじゅく創業１丁目
発行人：田中 健一朗 　編集者：金子  和子
発行No：第2016-033 号 　発行日：2017 年 6月30 日 ( 隔月発行 )
指定管理者 :  有限会社そーほっと

　新宿区立高田馬場創業支援センターは、
新宿区内での創業もしくは創業間もない方
又は経営改革を目指す方を支援する施設で
す。施設利用は随時受け付けています。
　申込みを行なう前に、当センターにお越
しいただき、必ず施設見学・利用相談をし
ていただいています。
　 詳 細 は 、 当 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ
(https: // incu.shinjuku-center . jp)をご覧
いただき、お気軽にご相談ください。

新宿区内でこれから創業を目指す方、創業されて間もない方を対象としたインキュベーションオフィス（シェアオフィス）です。

お 知 ら せお 知 ら せ

施設利用者の募集について

VOICEVOICE 当センターご利用者紹介：角間実さん

創業のきっかけを教えてください。

　自分で会社を設立する前は、テレビ番組制作会社を母体としたITの新規事業開発を行うベンチャー
企業で役員をしていました。私は大手飲食チェーンのシステムやテレビ番組向けのコミュニティサー
ビスの開発を担当していて、大きな会社とのお付き合いが多くありました。仕方ないのですが、大き
い会社だと仕事の本質的なことではない部分の手続きも多く、お客さんとより率直なモノづくりをし
たいなという気持ちを持つようになりました。そのために、自分の会社を作るのがシンプルか？と単
純に思ったのが、子供っぽいですがきっかけです。また、個人的に仕事を頼まれることも多く、自分
で手を動かしている方が楽しかった。創業のタイミングで所属していた会社からも含め、依頼される
仕事が既にあったので、恵まれていましたね。

現在の事業内容について。

　Webサービスなどの受託開発と自社サービスの開発をしています。私たちの業界では「自社でサー
ビスをつくってこそ」という風潮があって、それが出来ない会社が受託開発で食いつなぐイメージが
あります。でも僕は少し変わっていて、もともと受託の仕事がやりたかった。そして自分のサービス
も作りたい。結局どっちもやりたかったのだと、最近やっとわかりました。これからも半々くらいでやっ
ていきたいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　受託開発の仕事の良いところは、お客さんの生の意見や考えを聞くことができ、常に新しい意識を
取り入れられるところ。人と接して吸収し続けることで、新しくアイデアやヒントを思いつくこともある。
受託開発で得られた経験は、自社サービスをつくる際にも生かすことができます。受託開発はいつ仕
事がなくなるかもしれないし、自社サービスは何もはじまらず売上に繋がらないかもしれない。それ
ぞれにリスクがあるので、両方に取り組んだほうが最終的に安定した経営ができると考えています。
　今、開発している自社サービスは、コンテンツ増産と拡散力の強いオウンドメディアを構築するシ
ステムです。昨今オウンドメディアという単語が独り歩きしていますが、多くの企業は自社の情報や広
告をいかに効率よく発信し続けるかを考えますし、発信するためのメディアを企業自身がコントロー
ルする、オウンドメディアという領域はこれからも伸び続けると考えております。自分で作ったオウン
ドメディア構築システムが、依頼主であるお客さんの意識をリードしていくような、そんなサービスに
していきたいです。

高田馬場創業支援センターをご利用してみていかがですか。

個室オフィスを利用していますが、居心地がすごくいいです。フリーアドレスのシェアオフィスでも作
業ができるので、ドアを閉めて落ち着いて仕事したいときは個室、開放的な環境が良い時はシェアオ
フィスと使い分けています。以前利用していたレンタルオフィスはみんな仲良く、今も公私ともに付き
合いが続いています。ここはフリーアドレスが中心の施設で、利用者がまだ多くないためか、あまり
オフィスで他の利用者と顔を合わせる機会が少ないので他の利用者ともっと仲良くできるといいなと
思います。

これから起業、創業を目指す人に一言お願いします。

　創業する際に大事なのは、自分に合った相談相手を見つけることです。最初に創業のことを相
談する相手によって、その後の道筋が決まってしまう。スタートアップ寄りのアドバイスをされるの
か、独立寄りのアドバイスをされるのか、それぞれ違いがあるということを是非知っておいてほし
いです。また、大事なのは学び続けることだと思いますが、学びすぎは駄目ですね。情報を取捨
選択して、凝縮して勉強することが大切。「自分に関係のない名言は毒」です。

profile
テレビ番組制作会社を母体とし
た IT の新規事業開発を行うベ
ンチャー企業に入社。技術最高
責任者、役員として勤務。大手飲
食チェーン向け広告測定ツール
や子育てテレビ番組向けコミュ
ニティサービスの開発運営に携
わる。2004 年に株式会社 MIB
退社後、有限会社フルバランス ( 
現・株式会社フルバランス ) を
設立。主にウェブサービスやス
マートフォンアプリの受託開発
と自社サービス（電話連動型顧
客管理アプリケーション、カスタ
マーサービス専用ウェブメール
システムなど）を開発。




